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(57)【要約】

【課題】加熱効率に優れ、ファンの寿命も長い電気炉を

提供する。

【解決手段】第一開閉弁２１，第四開閉弁２４及び第五

開閉弁２５の開閉状態と、第二開閉弁２２，第三開閉弁

２３及び第六開閉弁２６の開閉状態を逆の状態で交互に

一定時間毎に切替えることで、気体を、送風ファン２０

から第一通路１５及び第三通路１７を通過して第一蓄熱

器１３及び第一エアヒータ１１に送り、第二蓄熱器１４

から第二通路１６を通過して送風ファン２０に戻す第一

循環経路Ｐ１と、送風ファン２０から第一通路１５及び

第四通路１８を通過して第二蓄熱器１４及び第二エアヒ

ータ１２に送り、第一蓄熱器１３から第二通路１６を通

過して送風ファン２０に戻す第二循環経路Ｐ２に交互に

循環させて、被加熱材Ｔに対して加熱された気体を左右

方向から交互に送る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 電 気 を 熱 源 と し 、 炉 体 の 内 部 に 気 体 を 循 環 さ せ て 被 加 熱 材 を 加 熱 処 理 す る 電 気 炉 で あ っ

て 、

　 前 記 炉 体 の 外 部 の 左 右 方 向 の 一 方 側 に 設 け ら れ 、 前 記 気 体 を 加 熱 し て 前 記 炉 体 の 内 部 に

送 風 す る 第 一 エ ア ヒ ー タ と 、

　 前 記 炉 体 の 外 部 の 左 右 方 向 の 他 方 側 に 設 け ら れ 、 前 記 気 体 を 加 熱 し て 前 記 炉 体 の 内 部 に

送 風 す る 第 二 エ ア ヒ ー タ と 、

　 前 記 炉 体 の 外 部 の 左 右 方 向 の 一 方 側 に 、 前 記 第 一 エ ア ヒ ー タ と は 別 に 設 け ら れ た 第 一 蓄

熱 器 と 、

　 前 記 炉 体 の 外 部 の 左 右 方 向 の 他 方 側 に 、 前 記 第 二 エ ア ヒ ー タ と は 別 に 設 け ら れ た 第 二 蓄

熱 器 と 、

　 前 記 炉 体 の 外 部 に お い て 前 記 第 一 蓄 熱 器 と 第 二 蓄 熱 器 と を そ れ ぞ れ 別 々 に 連 通 す る 第 一

通 路 お よ び 第 二 通 路 と 、

　 前 記 第 一 通 路 の 第 一 エ ア ヒ ー タ 側 に 設 け ら れ た 第 一 分 岐 点 か ら 分 岐 し て 前 記 第 一 エ ア ヒ

ー タ に 連 通 す る 第 三 通 路 と 、

　 前 記 第 一 通 路 の 第 二 エ ア ヒ ー タ 側 に 設 け ら れ た 第 二 分 岐 点 か ら 分 岐 し て 前 記 第 二 エ ア ヒ

ー タ に 連 通 す る 第 四 通 路 と 、

　 前 記 第 一 通 路 お よ び 第 二 通 路 の 双 方 で 、 か つ 前 記 第 一 通 路 で は 前 記 第 一 分 岐 点 と 前 記 第

二 分 岐 点 の 間 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 二 通 路 側 か ら 吸 い 込 ん だ 前 記 空 気 を 前 記 第 一 通 路 側 に 送

風 可 能 な 一 台 の 送 風 フ ァ ン と 、

　 前 記 第 一 通 路 の 前 記 送 風 フ ァ ン の 接 続 位 置 と 前 記 第 一 蓄 熱 器 と の 間 に 設 け ら れ た 第 一 開

閉 弁 と 、

　 前 記 第 一 通 路 の 前 記 送 風 フ ァ ン の 接 続 位 置 と 前 記 第 二 蓄 熱 器 と の 間 に 設 け ら れ た 第 二 開

閉 弁 と 、

　 前 記 第 二 通 路 の 前 記 送 風 フ ァ ン の 接 続 位 置 と 前 記 第 一 蓄 熱 器 と の 間 に 設 け ら れ た 第 三 開

閉 弁 と 、

　 前 記 第 二 通 路 の 前 記 送 風 フ ァ ン の 接 続 位 置 と 前 記 第 二 蓄 熱 器 と の 間 に 設 け ら れ た 第 四 開

閉 弁 と 、

　 前 記 第 三 通 路 に 設 け ら れ た 第 五 開 閉 弁 と 、

　 前 記 第 四 通 路 に 設 け ら れ た 第 六 開 閉 弁 と 、 を 備 え 、

　 前 記 第 一 開 閉 弁 ， 前 記 第 四 開 閉 弁 及 び 前 記 第 五 開 閉 台 の 開 閉 状 態 と 、 前 記 第 二 開 閉 弁 ，

前 記 第 三 開 閉 弁 及 び 前 記 第 六 開 閉 弁 の 開 閉 状 態 を 逆 の 状 態 で 交 互 に 一 定 時 間 毎 に 切 替 え る

こ と で 、 前 記 気 体 を 、 前 記 送 風 フ ァ ン か ら 前 記 第 一 通 路 及 び 前 記 第 三 通 路 を 通 過 し て 前 記

第 一 蓄 熱 器 及 び 前 記 第 一 エ ア ヒ ー タ に 送 り 、 前 記 第 二 蓄 熱 器 か ら 前 記 第 二 通 路 を 通 過 し て

前 記 送 風 フ ァ ン に 戻 す 第 一 循 環 経 路 と 、 前 記 送 風 フ ァ ン か ら 前 記 第 一 通 路 及 び 前 記 第 四 通

路 を 通 過 し て 前 記 第 二 蓄 熱 器 及 び 前 記 第 二 エ ア ヒ ー タ に 送 り 、 前 記 第 一 蓄 熱 器 か ら 前 記 第

二 通 路 を 通 過 し て 前 記 送 風 フ ァ ン に 戻 す 第 二 循 環 経 路 に 交 互 に 循 環 さ せ て 、 前 記 被 加 熱 材

に 対 し て 加 熱 さ れ た 気 体 を 左 右 方 向 か ら 交 互 に 送 る こ と を 特 徴 と す る 電 気 炉 。

【 請 求 項 ２ 】

　 電 気 を 熱 源 と し 、 炉 体 の 内 部 に 気 体 を 循 環 さ せ て 被 加 熱 材 を 加 熱 処 理 す る 電 気 炉 で あ っ

て 、

　 前 記 炉 体 の 外 部 の 左 右 方 向 の 一 方 側 に 設 け ら れ 、 前 記 気 体 を 加 熱 し て 前 記 炉 体 の 内 部 に

送 風 す る 第 一 エ ア ヒ ー タ と 、

　 前 記 炉 体 の 外 部 の 左 右 方 向 の 他 方 側 に 設 け ら れ 、 前 記 気 体 を 加 熱 し て 前 記 炉 体 の 内 部 に

送 風 す る 第 二 エ ア ヒ ー タ と 、

　 前 記 炉 体 の 外 部 の 左 右 方 向 の 一 方 側 に 、 前 記 第 一 エ ア ヒ ー タ と は 別 に 設 け ら れ た 第 一 蓄

熱 器 と 、

　 前 記 炉 体 の 外 部 の 左 右 方 向 の 他 方 側 に 、 前 記 第 二 エ ア ヒ ー タ と は 別 に 設 け ら れ た 第 二 蓄

熱 器 と 、
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　 前 記 炉 体 の 外 部 に お い て 前 記 第 一 蓄 熱 器 と 第 二 蓄 熱 器 と を そ れ ぞ れ 別 々 に 連 通 す る 第 一

通 路 お よ び 第 二 通 路 と 、

　 前 記 第 一 通 路 の 第 一 エ ア ヒ ー タ 側 に 設 け ら れ た 第 一 分 岐 点 か ら 分 岐 し て 前 記 第 一 エ ア ヒ

ー タ に 連 通 す る 第 三 通 路 と 、

　 前 記 第 二 通 路 の 第 二 エ ア ヒ ー タ 側 に 設 け ら れ た 第 二 分 岐 点 か ら 分 岐 し て 前 記 第 二 エ ア ヒ

ー タ に 連 通 す る 第 四 通 路 と 、

　 前 記 第 一 通 路 で 、 か つ 前 記 第 一 分 岐 点 と 前 記 第 二 蓄 熱 器 の 間 に 設 け ら れ 、 一 方 方 向 に 前

記 気 体 を 送 風 す る 第 一 フ ァ ン と 、

　 前 記 第 二 通 路 で 、 か つ 第 記 第 二 分 岐 点 と 前 記 第 一 蓄 熱 器 の 間 に 設 け ら れ 、 他 方 方 向 に 前

記 気 体 を 送 風 す る 第 二 フ ァ ン と 、 を 備 え 、

　 前 記 第 一 フ ァ ン と 第 二 フ ァ ン を 交 互 に 一 定 時 間 回 転 さ せ る こ と で 、 前 記 気 体 を 、 前 記 第

一 通 路 及 び 前 記 第 三 通 路 を 通 過 す る 第 一 循 環 経 路 と 、 前 記 第 二 通 路 及 び 前 記 第 四 通 路 を 通

過 す る 第 二 循 環 経 路 に 交 互 に 循 環 さ せ て 、 前 記 被 加 熱 材 に 対 し て 加 熱 さ れ た 気 体 を 左 右 方

向 か ら 交 互 に 送 る こ と を 特 徴 と す る 電 気 炉 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 気 体 が 空 気 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 気 炉 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 気 体 が 、 空 気 以 外 の 雰 囲 気 ガ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電

気 炉 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 金 属 や 非 鉄 金 属 を 加 熱 処 理 す る た め に 使 用 さ れ る 電 気 炉 に 関 す る も の で あ る

。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 金 属 や 非 鉄 金 属 を 加 熱 処 理 す る 炉 と し て 、 電 気 を 熱 源 と し て 利 用 し た 電 気 炉 が 存 在 す る

（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

　 特 許 文 献 １ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 の 外 部 に 冷 却 フ ァ ン を 設 け 、 こ の 冷 却 フ ァ ン に 、 外 気

を 炉 体 の 内 部 に 供 給 し て 炉 体 内 部 の 加 熱 空 気 を 外 部 に 放 散 さ せ る と い う 冷 却 機 能 を 持 た せ

て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 こ う し た 従 来 の 電 気 炉 と し て は 、 例 え ば 、 図 ４ と 図 ５ に 示 す も の が 知 ら れ て い る

。 図 ４ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 ３ ０ の 内 部 の 左 右 そ れ ぞ れ に 金 属 ヒ ー タ ３ １ を 設 け る と と も

に 、 炉 体 ３ ０ の 上 部 中 央 に 回 転 フ ァ ン ３ ２ を 設 け 、 こ れ ら の 金 属 ヒ ー タ ３ １ で 炉 体 ３ ０ の

内 部 の 空 気 を 加 熱 し 、 回 転 フ ァ ン ３ ２ で そ の 加 熱 し た 空 気 を 対 流 さ せ る こ と に よ っ て 被 加

熱 材 Ｔ を 加 熱 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 図 ５ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 ４ ０ の 外 部 に エ ア ヒ ー タ ４ １ を 取 付 け 、 外 部 の 空 気 を

そ の エ ア ヒ ー タ ４ １ を 通 し て 加 熱 し て 炉 体 ４ ０ の 内 部 に 取 り 入 れ 、 そ の 加 熱 し た 空 気 で 被

加 熱 材 Ｔ を 加 熱 し て い る 。 な お 、 加 熱 さ れ た 空 気 は 、 炉 体 ４ ０ の 外 部 に 排 出 さ れ る よ う に

な っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － １ ３ ７ ７ ８ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 １ お よ び 図 ４ と 図 ５ に 示 す 従 来 技 術 の 電 気 炉 は 、 い ず れ も 電 気 を 加 熱 源 と し て
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利 用 し て い る の で 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 観 点 か ら 極 め て 好 ま し い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し な が ら 、 こ れ ら 電 気 炉 の い ず れ に も 加 熱 効 率 の さ ら な る 向 上 が 求 め ら れ る 。 す な

わ ち 、 特 許 文 献 １ に 示 す 電 気 炉 は 、 冷 却 フ ァ ン に よ る 冷 却 機 能 を 持 た せ て い る の で 、 自 ず

と 加 熱 効 率 が 低 下 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 図 ４ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 ３ ０ の 内 部 の 左 右 に 設 け た 金 属 ヒ ー タ ３ １ で 炉 体 ３ ０

の 内 部 の 空 気 を 加 熱 し 、 そ れ を 回 転 フ ァ ン ３ ２ で 対 流 さ せ る の で 、 加 熱 さ れ た 空 気 の 攪 拌

効 果 が 十 分 と は い え ず 、 加 熱 効 率 に 課 題 が 残 る 。 ま た 、 被 加 熱 材 Ｔ に は 加 熱 さ れ た 空 気 が

常 に 一 定 の 方 向 か ら 作 用 す る こ と か ら も 加 熱 効 率 に 問 題 が あ る 。 こ れ ら は 、 特 に 、 被 加 熱

材 Ｔ の 形 状 が 複 雑 な 場 合 に 顕 著 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 こ の 電 気 炉 に お け る 回 転 フ ァ ン ３ ２ は 、 高 温 で あ る 炉 体 ３ ０ の 内 部 に 設 け ら れ て

い る の で 、 変 形 や イ ン ペ ラ バ ラ ン ス の 崩 れ に よ る 振 動 な ど の 損 傷 が 発 生 し 易 く 、 そ の 寿 命

が 短 い と い っ た 問 題 も あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 図 ５ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 ４ ０ の 外 部 の 空 気 （ す な わ ち 常 温 の 空 気 ） を エ ア ヒ ー

タ ４ １ で 加 熱 し 、 そ の 加 熱 し た 空 気 を 被 加 熱 材 Ｔ に 作 用 さ せ た 後 、 排 気 す る の で 、 常 に 常

温 の 空 気 を 必 要 な 高 温 ま で 加 熱 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 エ ネ ル ギ ー の 損 失 が 大 き く

、 加 熱 効 率 が 低 い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 と す る と こ ろ は 、 加 熱 効 率 に 優 れ 、 フ ァ ン の 寿 命 も 長 い 電 気 炉 を

提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 電 気 炉 （ １ ） は 、

　 電 気 を 熱 源 と し 、 炉 体 （ １ ０ ） の 内 部 に 気 体 を 循 環 さ せ て 被 加 熱 材 （ Ｔ ） を 加 熱 処 理 す

る 炉 で あ っ て 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 の 左 右 方 向 の 一 方 側 に 設 け ら れ 、 前 記 気 体 を 加 熱 し て 前 記 炉 体

（ １ ０ ） の 内 部 に 送 風 す る 第 一 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） と 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 の 左 右 方 向 の 他 方 側 に 設 け ら れ 、 前 記 気 体 を 加 熱 し て 前 記 炉 体

（ １ ０ ） の 内 部 に 送 風 す る 第 二 エ ア ヒ ー タ （ １ ２ ） と 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 の 左 右 方 向 の 一 方 側 に 、 前 記 第 一 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） と は 別 に

設 け ら れ た 第 一 蓄 熱 器 （ １ ３ ） と 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 の 左 右 方 向 の 他 方 側 に 、 前 記 第 二 エ ア ヒ ー タ （ １ ２ ） と は 別 に

設 け ら れ た 第 二 蓄 熱 器 （ １ ４ ） と 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 に お い て 前 記 第 一 蓄 熱 器 （ １ ３ ） と 第 二 蓄 熱 器 （ １ ４ ） と を そ

れ ぞ れ 別 々 に 連 通 す る 第 一 通 路 （ １ ５ ） お よ び 第 二 通 路 （ １ ６ ） と

　 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） の 第 一 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） 側 に 設 け ら れ た 第 一 分 岐 点 （ Ｚ １ ） か

ら 分 岐 し て 前 記 第 一 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） に 連 通 す る 第 三 通 路 （ １ ７ ） と 、

　 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） の 第 二 エ ア ヒ ー タ （ １ ２ ） 側 に 設 け ら れ た 第 二 分 岐 点 （ Ｚ ２ ） か

ら 分 岐 し て 前 記 第 二 エ ア ヒ ー タ （ １ ２ ） に 連 通 す る 第 四 通 路 （ １ ８ ） と 、

　 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） お よ び 第 二 通 路 （ １ ６ ） の 双 方 で 、 か つ 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） で

は 前 記 第 一 分 岐 点 （ Ｚ １ ） と 前 記 第 二 分 岐 点 （ Ｚ ２ ） の 間 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 二 通 路 （ １

６ ） 側 か ら 吸 い 込 ん だ 前 記 空 気 を 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） 側 に 送 風 可 能 な 一 台 の 送 風 フ ァ ン

（ ２ ０ ） と 、

　 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） の 前 記 送 風 フ ァ ン （ ２ ０ ） の 接 続 位 置 （ Ｘ ） と 前 記 第 一 蓄 熱 器 （

１ ３ ） と の 間 に 設 け ら れ た 第 一 開 閉 弁 （ ２ １ ） と 、

　 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） の 前 記 送 風 フ ァ ン （ ２ ０ ） の 接 続 位 置 （ Ｘ ） と 前 記 第 二 蓄 熱 器 （

１ ４ ） と の 間 に 設 け ら れ た 第 二 開 閉 弁 （ ２ ２ ） と 、
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　 前 記 第 二 通 路 （ １ ６ ） の 前 記 送 風 フ ァ ン （ ２ ０ ） の 接 続 位 置 （ Ｙ ） と 前 記 第 一 蓄 熱 器 （

１ ３ ） と の 間 に 設 け ら れ た 第 三 開 閉 弁 （ ２ ３ ） と 、

　 前 記 第 二 通 路 （ １ ６ ） の 前 記 送 風 フ ァ ン （ ２ ０ ） の 接 続 位 置 （ Ｙ ） と 前 記 第 二 蓄 熱 器 （

１ ４ ） と の 間 に 設 け ら れ た 第 四 開 閉 弁 （ ２ ４ ） と 、

　 前 記 第 三 通 路 （ １ ７ ） に 設 け ら れ た 第 五 開 閉 弁 （ ２ ５ ） と 、

　 前 記 第 四 通 路 （ １ ８ ） に 設 け ら れ た 第 六 開 閉 弁 （ ２ ６ ） と 、 を 備 え 、

　 前 記 第 一 開 閉 弁 （ ２ １ ） ， 前 記 第 四 開 閉 弁 （ ２ ４ ） 及 び 前 記 第 五 開 閉 弁 （ ２ ５ ） の 開 閉

状 態 と 、 前 記 第 二 開 閉 弁 （ ２ ２ ） ， 前 記 第 三 開 閉 弁 （ ２ ３ ） 及 び 前 記 第 六 開 閉 弁 （ ２ ６ ）

の 開 閉 状 態 を 逆 の 状 態 で 交 互 に 一 定 時 間 毎 に 切 替 え る こ と で 、 前 記 気 体 を 、 前 記 送 風 フ ァ

ン （ ２ ０ ） か ら 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） 及 び 前 記 第 三 通 路 （ １ ７ ） を 通 過 し て 前 記 第 一 蓄 熱

器 （ １ ３ ） 及 び 前 記 第 一 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） に 送 り 、 前 記 第 二 蓄 熱 器 （ １ ４ ） か ら 前 記 第

二 通 路 （ １ ６ ） を 通 過 し て 前 記 送 風 フ ァ ン （ ２ ０ ） に 戻 す 第 一 循 環 経 路 （ Ｐ １ ） と 、 前 記

送 風 フ ァ ン （ ２ ０ ） か ら 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） 及 び 前 記 第 四 通 路 （ １ ８ ） を 通 過 し て 前 記

第 二 蓄 熱 器 （ １ ４ ） 及 び 前 記 第 二 エ ア ヒ ー タ （ １ ２ ） に 送 り 、 前 記 第 一 蓄 熱 器 （ １ ３ ） か

ら 前 記 第 二 通 路 （ １ ６ ） を 通 過 し て 前 記 送 風 フ ァ ン （ ２ ０ ） に 戻 す 第 二 循 環 経 路 （ Ｐ ２ ）

に 交 互 に 循 環 さ せ て 、 前 記 被 加 熱 材 （ Ｔ ） に 対 し て 加 熱 さ れ た 気 体 を 左 右 方 向 か ら 交 互 に

送 る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 本 発 明 は 、 電 気 を 熱 源 と し 、 炉 体 （ １ ０ ） の 内 部 に 気 体 を 循 環 さ せ て 被 加 熱 材 （ Ｔ

） を 加 熱 処 理 す る 電 気 炉 １ で あ っ て 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 の 左 右 方 向 の 一 方 側 に 設 け ら れ 、 前 記 気 体 を 加 熱 し て 前 記 炉 体

（ １ ０ ） の 内 部 に 送 風 す る 第 一 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） と 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 の 左 右 方 向 の 他 方 側 に 設 け ら れ 、 前 記 気 体 を 加 熱 し て 前 記 炉 体

（ １ ０ ） の 内 部 に 送 風 す る 第 二 エ ア ヒ ー タ （ １ ２ ） と 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 の 左 右 方 向 の 一 方 側 に 、 前 記 第 一 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） と は 別 に

設 け ら れ た 第 一 蓄 熱 器 （ １ ３ ） と 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 の 左 右 方 向 の 他 方 側 に 、 前 記 第 二 エ ア ヒ ー タ （ １ ２ ） と は 別 に

設 け ら れ た 第 二 蓄 熱 器 （ １ ４ ） と 、

　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 に お い て 前 記 第 一 蓄 熱 器 （ １ ３ ） と 第 二 蓄 熱 器 （ １ ４ ） と を そ

れ ぞ れ 別 々 に 連 通 す る 第 一 通 路 （ １ ５ ） お よ び 第 二 通 路 （ １ ６ ） と

　 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） の 第 一 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） 側 に 設 け ら れ た 第 一 分 岐 点 （ Ｚ １ ） か

ら 分 岐 し て 前 記 第 一 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） に 連 通 す る 第 三 通 路 （ １ ７ ） と 、

　 前 記 第 二 通 路 （ １ ６ ） の 第 二 エ ア ヒ ー タ （ １ ２ ） 側 に 設 け ら れ た 第 二 分 岐 点 （ Ｚ ２ ） か

ら 分 岐 し て 前 記 第 二 エ ア ヒ ー タ （ １ ２ ） に 連 通 す る 第 四 通 路 （ １ ８ ） と 、

　 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） で 、 か つ 前 記 第 一 分 岐 点 （ Ｚ １ ） と 前 記 第 二 蓄 熱 器 （ １ ４ ） の 間

に 設 け ら れ 、 一 方 方 向 に 前 記 空 気 を 送 風 す る 第 一 フ ァ ン （ ２ ７ ） と 、

　 前 記 第 二 通 路 （ １ ６ ） で 、 か つ 前 記 第 二 分 岐 点 （ Ｚ ２ ） と 前 記 第 一 蓄 熱 器 （ １ ３ ） の 間

に 設 け ら れ 、 他 方 方 向 に 前 記 空 気 を 送 風 す る 第 二 フ ァ ン （ ２ ８ ） と 、

　 前 記 第 一 フ ァ ン （ ２ ７ ） と 第 二 フ ァ ン （ ２ ８ ） を 交 互 に 一 定 時 間 回 転 さ せ る こ と で 、 前

記 気 体 を 、 前 記 第 一 通 路 （ １ ５ ） 及 び 前 記 第 三 通 路 （ １ ７ ） を 通 過 す る 第 一 循 環 経 路 （ Ｐ

１ ） と 、 前 記 第 二 通 路 （ １ ６ ） 及 び 前 記 第 四 通 路 （ １ ８ ） を 通 過 す る 第 二 循 環 経 路 （ Ｐ ２

） に 交 互 に 循 環 さ せ て 、 前 記 被 加 熱 材 （ Ｔ ） に 対 し て 加 熱 さ れ た 気 体 を 左 右 方 向 か ら 交 互

に 送 る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 気 体 が 空 気 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 さ ら に 本 発 明 は 、 前 記 気 体 が 、 空 気 以 外 の 雰 囲 気 ガ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ こ で 、 上 記 括 弧 内 の 記 号 は 、 図 面 お よ び 後 述 す る 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に 掲 載 さ

れ た 対 応 要 素 ま た は 対 応 事 項 を 示 す 。
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【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 電 気 炉 に よ れ ば 、 第 一 開 閉 弁 ， 第 四 開 閉 弁 及 び 第 五 開 閉 弁 の 開 閉 状 態 と 第 二 開

閉 弁 ， 第 三 開 閉 弁 及 び 第 六 開 閉 弁 の 開 閉 状 態 を 逆 の 状 態 で 交 互 に 一 定 時 間 毎 に 切 替 え る こ

と で 、 被 加 熱 材 に 対 し て 加 熱 さ れ た 気 体 を 左 右 方 向 か ら 交 互 に 送 る の で 、 高 い 加 熱 効 率 を

得 る こ と が で き る 。

　 す な わ ち 、 加 熱 さ れ た 気 体 を 左 右 方 向 か ら 交 互 に 送 る こ と に よ り 、 炉 体 の 内 部 の 気 体 を

効 果 的 に 攪 拌 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 被 加 熱 材 の 全 体 を 、 短 時 間 で 均 等 に 加 熱 す

る こ と が で き る 。 ま た 、 加 熱 さ れ た 気 体 を 左 右 方 向 か ら 交 互 に 送 る こ と に よ り 、 被 加 熱 材

を 、 常 に 一 定 の 方 向 か ら 送 る 場 合 と 比 較 し て 、 よ り 効 果 的 に 加 熱 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 加 熱 さ れ た 空 気 を 電 気 炉 の 外 部 に 放 散 さ せ る こ と な く 循 環 さ せ る の で 、 外 部 の 空

気 を 取 り 入 れ る 場 合 と 比 較 し て 、 エ ネ ル ギ ー の 損 失 が 少 な く 、 加 熱 効 率 に 優 れ る 。

　 ま た 、 第 一 通 路 と 第 二 通 路 は 、 第 一 蓄 熱 と 第 二 蓄 熱 器 に 連 通 し て い る の で 、 こ れ ら 第 一

蓄 熱 器 お よ び 第 二 蓄 熱 器 に 蓄 え ら れ た 熱 を 利 用 す る こ と に よ り 、 加 熱 効 率 を さ ら に 高 め る

こ と が で き る 。

　 ま た 、 第 一 蓄 熱 器 お よ び 第 二 蓄 熱 器 に 蓄 え ら れ た 熱 の 利 用 に 加 え て 、 第 一 エ ア ヒ ー タ お

よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ を さ ら な る 熱 源 と し て そ れ ら か ら の 熱 も 利 用 で き る よ う に し た の で 、

大 容 量 の 熱 移 動 に よ り 加 熱 効 率 を よ り 一 層 高 め る こ と が で き る 。

　 し か も 、 第 一 エ ア ヒ ー タ お よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ は 炉 外 に 設 置 さ れ て い る の で 、 例 え ば 炉

内 に 固 定 式 ヒ ー タ を 設 置 し た 場 合 と 比 較 し て 炉 内 空 間 を 広 く 使 え る と と も に 、 炉 内 で 他 の

も の と の 物 理 的 接 触 は な い の で 固 定 式 ヒ ー タ の よ う に 接 触 に よ り 破 損 す る こ と を 考 慮 す る

必 要 が な い 。 固 定 式 ヒ ー タ の 場 合 、 他 の も の と の 物 理 的 接 触 を 避 け る た め 炉 内 に 被 加 熱 材

搬 送 用 の 台 車 用 レ ー ル を 設 け る こ と が 好 ま し い が 、 本 発 明 の よ う に 炉 内 に 固 定 式 ヒ ー タ を

設 置 し な い も の で は 台 車 用 レ ー ル の 有 無 な ど 考 慮 す る 必 要 が な い 。 ま た 炉 外 に 設 け ら れ た

第 一 エ ア ヒ ー タ お よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ は 交 換 も 極 め て 容 易 で メ ン テ ナ ン ス 性 に 優 れ る 。

　 さ ら に 、 送 風 フ ァ ン を 炉 体 の 外 部 に 設 け て い る の で 、 炉 体 の 内 部 に 設 け た 場 合 と 比 較 し

て 、 熱 の 影 響 に よ る 故 障 を 軽 減 で き 、 そ の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 第 一 フ ァ ン と 第 二 フ ァ ン を 交 互 に 一 定 時 間 回 転 さ せ る こ と で 、 気

体 を 、 第 一 通 路 を 通 過 す る 第 一 循 環 方 向 と 、 第 二 通 路 を 通 過 す る 第 二 循 環 方 向 に 交 互 に 循

環 さ せ て 、 被 加 熱 材 に 対 し て 加 熱 さ れ た 気 体 を 左 右 方 向 か ら 交 互 に 送 る の で 、 高 い 加 熱 効

率 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 加 熱 さ れ た 空 気 を 放 散 さ せ る こ と な く 循 環 さ せ る こ と 、 お

よ び 第 一 蓄 熱 器 お よ び 第 二 蓄 熱 器 の 熱 に 加 え て 、 第 一 エ ア ヒ ー タ お よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ の

熱 を 利 用 す る こ と に よ っ て も 高 い 加 熱 効 率 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 第 一 フ ァ ン と 第 二

フ ァ ン ， 第 一 エ ア ヒ ー タ と 第 二 エ ア ヒ ー タ を 炉 体 の 外 部 に 設 け て い る の で 、 熱 の 影 響 を 回

避 し て 、 そ れ ら の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。 ま た 炉 外 に 設 け ら れ た 第 一 エ ア ヒ ー タ お よ

び 第 二 エ ア ヒ ー タ は 交 換 も 極 め て 容 易 で メ ン テ ナ ン ス 性 に 優 れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 気 体 と し て 空 気 を 使 用 し て い る の で 加 熱 に 利 用 す る 材 料 費 を 削 減

で き 、 加 熱 効 率 の 向 上 に 貢 献 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 気 体 と し て 空 気 以 外 の 雰 囲 気 ガ ス を 利 用 し て い る の で 、 加 熱 処 理 の

内 容 に 適 し た ガ ス を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 加 熱 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ の よ う に 、 複 数 の 開 閉 弁 を 交 互 に 一 定 時 間 毎 に 切 替 え る こ と で 、 被 加 熱 材 に 対 し て 加

熱 さ れ た 気 体 を 二 台 の エ ア ヒ ー タ と 二 台 の 蓄 熱 器 を 利 用 し て 左 右 方 向 か ら 交 互 に 送 る こ と

で 高 い 加 熱 効 率 を 得 る よ う に し た 構 成 は 、 上 述 し た 特 許 文 献 に も 一 切 記 載 さ れ て い な い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ３ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る 電 気 炉 を 示 す 正 面 構 成 図 で 、 炉 内 で 気 体 を 右 か ら 左

方 向 へ 送 る 状 態 を 示 し た も の で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る 電 気 炉 を 示 す 正 面 構 成 図 で 、 炉 内 で 気 体 を 左 か ら 右

方 向 へ 送 る 状 態 を 示 し た も の で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る 電 気 炉 を 示 す 正 面 構 成 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 従 来 例 に 係 る 電 気 炉 を 示 す 正 面 構 成 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 他 の 従 来 例 に 係 る 電 気 炉 を 示 す 正 面 構 成 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る 電 気 炉 １ を 説 明 す る 。 図 １ は 、

炉 体 １ ０ の 内 部 に お い て 、 気 体 を 右 か ら 左 方 向 へ 送 る 状 態 の 電 気 炉 １ を 示 し 、 図 ２ は 、 図

１ と は 逆 側 、 つ ま り 、 炉 体 １ ０ の 内 部 に お い て 、 気 体 を 左 か ら 右 方 向 へ 送 る 状 態 の 電 気 炉

１ を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 電 気 炉 １ は 、 電 気 を 熱 源 と し 、 炉 体 １ ０ の 内 部 に 気 体 を 循 環 さ せ て 、

炉 体 １ ０ の 内 部 に 載 置 し た 被 加 熱 材 Ｔ を 加 熱 処 理 す る 。 被 加 熱 材 Ｔ は 固 定 状 態 で 載 置 し て

も 良 い し 、 移 動 （ 回 転 な ど ） で き る 状 態 で 載 置 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の 電 気 炉 １ は 、 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ ， 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ ， 第 一 蓄 熱 器 １ ３ ， 第 二 蓄

熱 器 １ ４ ， 第 一 通 路 １ ５ ， 第 二 通 路 １ ６ ， 第 三 通 路 １ ７ ， 第 四 通 路 １ ８ ， 送 風 フ ァ ン ２ ０

， 第 一 開 閉 弁 ２ １ ， 第 二 開 閉 弁 ２ ２ ， 第 三 開 閉 弁 ２ ３ ， 第 四 開 閉 弁 ２ ４ ， 第 五 開 閉 弁 ２ ５

及 び 第 六 開 閉 弁 ２ ６ を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 の 右 側 に 設 け ら れ 、 気 体 を 加 熱 し て 炉 体 １ ０ の

内 部 に 送 風 す る 。

　 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 の 左 側 に 設 け ら れ 、 気 体 を 加 熱 し て 炉 体 １ ０ の

内 部 に 送 風 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 第 一 蓄 熱 器 １ ３ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 の 右 側 に 設 け ら れ 、 第 一 ヒ ー タ １ １ と 連 通 す る 。

　 第 二 蓄 熱 器 １ ４ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 の 左 側 に 設 け ら れ 、 第 二 ヒ ー タ １ ２ に 連 通 す る 。

　 こ れ ら 第 一 蓄 熱 器 １ ３ お よ び 第 二 蓄 熱 器 １ ４ は そ れ ぞ れ そ の 内 部 に 蓄 熱 材 を 設 け て い る

。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 第 一 通 路 １ ５ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 に 配 置 さ れ 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ と 第 二 蓄 熱 器 １ ４ と を 連

通 す る 状 態 で 設 け ら れ る 。

　 第 二 通 路 １ ６ も 同 様 に 炉 体 １ ０ の 外 部 に 配 置 さ れ 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ と 第 二 蓄 熱 器 １ ４ と

を 連 通 す る 状 態 で 設 け ら れ る 。

　 第 三 通 路 １ ７ も 同 様 に 炉 体 １ ０ の 外 部 に 配 置 さ れ 、 第 一 通 路 １ ５ の 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １

側 に 設 け ら れ た 第 一 分 岐 点 Ｚ １ か ら 分 岐 し て 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ に 連 通 す る 状 態 で 設 け ら

れ る 。

　 第 四 通 路 １ ８ も 同 様 に 炉 体 １ ０ の 外 部 に 配 置 さ れ 、 第 二 通 路 １ ６ の 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２

側 に 設 け ら れ た 第 二 分 岐 点 Ｚ ２ か ら 分 岐 し て 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ に 連 通 す る 状 態 で 設 け ら

れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 送 風 フ ァ ン ２ ０ は 一 台 設 け ら れ 、 第 一 通 路 １ ５ お よ び 第 二 通 路 １ ６ の 双 方 に 、 そ れ ぞ れ

の ほ ぼ 中 間 部 分 に 介 在 す る 状 態 で 、 か つ 第 一 通 路 １ ５ で は 第 一 分 岐 点 Ｚ １ と 第 二 分 岐 点 Ｚ

２ の 間 に 接 続 さ れ 、 第 一 開 閉 弁 ２ １ ， 第 二 開 閉 弁 ２ ２ ， 第 三 開 閉 弁 ２ ３ ， 第 四 開 閉 弁 ２ ４

， 第 五 開 閉 弁 ２ ５ お よ び 第 六 開 閉 弁 ２ ６ の 操 作 に よ っ て 、 気 体 を 、 第 一 通 路 １ ５ を 介 し て

右 側 の 第 一 蓄 熱 器 １ ３ 側 と 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ 側 、 ま た は 第 一 通 路 １ ５ を 介 し て 左 側 の 第

二 蓄 熱 器 １ ４ 側 と 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ 側 の う ち い ず れ か 一 方 に 送 風 す る 。 第 一 通 路 １ ５ に
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対 す る 送 風 フ ァ ン ２ ０ の 接 続 位 置 を 符 号 Ｘ で し 、 第 二 通 路 １ ６ に 対 す る 送 風 フ ァ ン ２ ０ の

接 続 位 置 を 符 号 Ｙ で 示 し た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ の 送 風 フ ァ ン ２ ０ は 、 吐 出 口 ２ ０ ａ と 吸 引 口 ２ ０ ｂ を 備 え 、 吐 出 口 ２ ０ ａ か ら 気 体 を

第 一 通 路 １ ５ に 送 り 、 吸 引 口 ２ ０ ｂ か ら 第 二 通 路 １ ６ か ら の 気 体 を 受 け 入 れ る 。 吐 出 口 ２

０ ａ と 第 一 通 路 １ ５ の 間 に は 第 一 接 続 管 Ｋ １ が 設 け ら れ 、 吸 引 口 ２ ０ ｂ と 第 二 通 路 １ ６ の

間 に は 第 二 接 続 管 Ｋ ２ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 第 一 開 閉 弁 ２ １ は 、 第 一 通 路 １ ５ に 対 す る 送 風 フ ァ ン ２ ０ の 接 続 位 置 Ｘ と 第 一 蓄 熱 器 １

３ と の 間 に 設 け ら れ 、 第 二 開 閉 弁 ２ ２ は 、 同 じ 第 一 通 路 １ ５ に 対 す る 送 風 フ ァ ン ２ ０ の 接

続 位 置 Ｘ と 第 二 蓄 熱 器 １ ４ と の 間 に 設 け ら れ る 。 第 三 開 閉 弁 ２ ３ は 、 第 二 通 路 １ ６ に 対 す

る 送 風 フ ァ ン ２ ０ の 接 続 位 置 Ｙ と 第 一 蓄 熱 器 １ ３ と の 間 に 設 け ら れ 、 第 四 開 閉 弁 ２ ４ は 同

じ 第 二 通 路 １ ６ に 対 す る 送 風 フ ァ ン ２ ０ の 接 続 位 置 Ｙ と 第 二 蓄 熱 器 １ ４ と の 間 に 設 け ら れ

、 第 五 開 閉 弁 ２ ５ は 、 第 三 通 路 １ ７ に 設 け ら れ 、 第 六 開 閉 弁 ２ ６ は 、 第 四 通 路 １ ８ に 設 け

ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ の 電 気 炉 １ は 次 の よ う に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 こ の 電 気 炉 １ は 、 気 体

を 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ か ら 第 一 通 路 １ ５ 及 び 第 三 通 路 １ ７ を 通 過 し て 第 一 蓄 熱 器 １ ３ 及 び 第

一 エ ア ヒ ー タ １ １ に 送 り 、 第 二 蓄 熱 器 １ ４ か ら 第 二 通 路 １ ６ を 通 過 し て 送 風 フ ァ ン ２ ０ に

戻 す 第 一 循 環 経 路 Ｐ １ と 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ か ら 第 一 通 路 １ ５ 及 び 第 四 通 路 １ ８ を 通 過 し て

第 二 蓄 熱 器 １ ４ 及 び 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ に 送 り 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ か ら 第 二 通 路 １ ６ を 通 過

し て 送 風 フ ァ ン ２ ０ に 戻 す 第 二 循 環 経 路 Ｐ ２ に 一 定 時 間 毎 （ 例 え ば 、 ３ ０ 秒 毎 あ る い は １

分 毎 ） で 交 互 に 切 り 替 え て 循 環 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 気 体 を 、 第 一 循 環 経 路 Ｐ １ （ 炉 体 １ ０ の 内 部 を 右 か ら 左 方 向 ） （ 図 １ 参 照 ） に 送 る 場 合

は 、 第 一 通 路 １ ５ の 第 一 開 閉 弁 ２ １ と 第 二 通 路 １ ６ の 第 四 開 閉 弁 ２ ４ と 第 三 通 路 １ ７ の 第

五 開 閉 弁 ２ ５ を 開 放 す る と と も に 、 第 一 通 路 １ ５ の 第 二 開 閉 弁 ２ ２ と 第 二 通 路 １ ６ の 第 三

開 閉 弁 ２ ３ と 第 四 通 路 １ ８ の 第 六 開 閉 弁 ２ ６ を 閉 じ る 。

　 そ の 逆 に 、 気 体 を 第 二 循 環 経 路 Ｐ ２ （ 炉 体 １ ０ の 内 部 を 左 か ら 右 方 向 ） （ 図 ２ 参 照 ） に

送 る 場 合 は 、 第 一 通 路 １ ５ の 第 一 開 閉 弁 ２ １ と 第 二 通 路 １ ６ の 第 四 開 閉 弁 ２ ４ と 第 三 通 路

１ ７ の 第 五 開 閉 弁 ２ ５ を 閉 じ る と と も に 、 第 一 通 路 １ ５ の 第 二 開 閉 弁 ２ ２ と 第 二 通 路 １ ６

の 第 三 開 閉 弁 ２ ３ と 第 四 通 路 １ ８ の 第 六 開 閉 弁 ２ ６ を 開 放 す る 。

　 こ の い ず れ の 場 合 も 、 一 台 の 送 風 フ ァ ン ２ ０ を 同 一 の 方 向 に 回 転 さ せ る 。 な お 、 こ れ ら

開 閉 弁 ２ １ ～ ２ ６ の 開 閉 は 制 御 装 置 に よ っ て 自 動 的 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 気 体 を 第 一 循 環 経 路 Ｐ １ に 送 る 場 合 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ で 送 ら れ た 気 体 は 、 第 一 通 路 １ ５

を 通 り 、 そ の 後 、 第 一 分 岐 点 Ｚ １ で 、 第 一 通 路 １ ５ 側 と 第 三 通 路 １ ７ 側 に 分 け ら れ 、 第 一

通 路 １ ５ 側 で は 第 一 開 閉 弁 ２ １ を 通 過 し て 第 一 蓄 熱 器 １ ３ に 達 し 、 第 三 通 路 １ ７ 側 で は 第

五 開 閉 弁 ２ ５ を 通 過 し て 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ に 達 す る 。 そ し て 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ で 送 ら れ

た 気 体 は 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ に 蓄 え ら れ た 熱 に よ っ て 加 温 さ れ る と と も に 、 第 一 エ ア ヒ ー タ

１ １ に よ っ て も 加 温 さ れ る 。 こ の よ う に 二 系 統 か ら 加 熱 さ れ た 気 体 に よ っ て 炉 体 １ ０ の 内

部 の 被 加 熱 材 Ｔ に 加 熱 処 理 を 加 え る 。 こ の 際 、 被 加 熱 材 Ｔ に は 右 方 向 か ら の 熱 が 強 く 作 用

す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 被 加 熱 材 Ｔ に 加 熱 処 理 を 加 え た 気 体 は 、 第 二 蓄 熱 器 １ ４ に 達 し 、 第 二 蓄 熱 器 １ ４ と 熱 交

換 し た 後 （ 第 二 蓄 熱 器 １ ４ に 熱 を 蓄 え た 後 ） 、 第 二 通 路 １ ６ を 通 り 、 第 四 開 閉 弁 ２ ４ を 通

過 し て 送 風 フ ァ ン ２ ０ に 戻 る 。 こ う し た 循 環 を 一 定 時 間 （ 例 え ば 、 ３ ０ 秒 あ る い は １ 分 ）

継 続 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 そ し て 一 定 時 間 経 過 後 に 、 気 体 を 第 二 循 環 経 路 Ｐ ２ に 送 る 場 合 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ で 送 ら
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れ た 気 体 は 、 第 二 通 路 １ ５ を 通 り 、 そ の 後 、 第 二 分 岐 点 Ｚ ２ で 、 第 一 通 路 １ ５ 側 と 第 四 通

路 １ ８ 側 に 分 け ら れ 、 第 一 通 路 １ ５ 側 で は 第 二 開 閉 弁 ２ ２ を 通 過 し て 第 二 蓄 熱 器 １ ４ に 達

し 、 第 四 通 路 １ ８ 側 で は 第 六 開 閉 弁 ２ ６ を 通 過 し て 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ に 達 す る 。 そ し て

、 送 風 フ ァ ン ２ ０ で 送 ら れ た 気 体 は 、 第 二 蓄 熱 器 １ ４ に 蓄 え ら れ た 熱 に よ っ て 加 温 さ れ る

と と も に 、 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ に よ っ て も 加 温 さ れ る 。 こ の よ う に 二 系 統 か ら 加 熱 さ れ た

気 体 に よ っ て 炉 体 １ ０ の 内 部 の 被 加 熱 材 Ｔ に 加 熱 処 理 を 加 え る 。 こ の 際 、 被 加 熱 材 Ｔ に は

左 方 向 か ら の 熱 が 強 く 作 用 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 被 加 熱 材 Ｔ に 加 熱 処 理 を 加 え た 気 体 は 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ に 達 し 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ と 熱 交

換 し た 後 、 第 二 通 路 １ ６ を 通 り 、 第 三 開 閉 弁 ２ ３ を 通 過 し て 送 風 フ ァ ン ２ ０ に 戻 る 。 こ う

し た 循 環 を 一 定 時 間 （ 例 え ば 、 ３ ０ 秒 あ る い は １ 分 ） 継 続 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 電 気 炉 １ に よ れ ば 、 被 加 熱 材 Ｔ に 右 方 向 と 左 方 向 か ら の 強 い 熱 を

交 互 に 作 用 さ せ る こ と が で き る と 同 時 に 、 気 体 の 流 れ を 第 一 循 環 経 路 Ｐ １ （ 第 二 循 環 経 路

Ｐ ２ ） と 第 二 循 環 経 路 Ｐ ２ （ 第 一 循 環 経 路 Ｐ １ ） と に 交 互 に 切 り 替 え る の で 、 炉 体 １ ０ の

内 部 の 気 体 を 効 果 的 に 攪 拌 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 被 加 熱 材 Ｔ の 全 体 に 、 よ り

均 等 な 加 熱 処 理 を 加 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た こ の 電 気 炉 １ は 、 加 熱 し た 気 体 を 電 気 炉 １ の 外 部 に 放 散 さ せ る こ と な く 循 環 さ せ る

の で 、 少 な い 電 気 エ ネ ル ギ ー で 効 率 的 に 気 体 を 加 熱 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ と 第 二 蓄 熱 器 １ ４ を 設 け て い る の で 、 こ れ ら に 蓄 え ら れ た 熱 を 利

用 し て 気 体 を さ ら に 効 率 的 に 加 熱 す る こ と が で き る 。

　 さ ら に 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ を 炉 体 １ ０ の 外 部 に 設 け て い る の で 、 炉 体 １ ０ の 内 部 の 熱 の 影

響 を 避 け る こ と が で き 、 そ の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ お よ び 第 二 蓄 熱 器 １ ４ に 蓄 え ら れ た 熱 の 利 用 に 加 え て 、 第 一 エ ア

ヒ ー タ １ １ お よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ を さ ら な る 熱 源 と し て そ れ ら か ら の 熱 も 利 用 で き る

よ う に し た の で 、 大 容 量 の 熱 移 動 に よ り 加 熱 効 率 を よ り 一 層 高 め る こ と が で き る 。

　 し か も 、 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ お よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ は 炉 外 に 設 置 さ れ て い る の で 、

例 え ば 炉 内 に 固 定 式 ヒ ー タ を 設 置 し た 場 合 と 比 較 し て 炉 内 空 間 を 広 く 使 え る と と も に 、 炉

内 で 他 の も の と の 物 理 的 接 触 は な い の で 固 定 式 ヒ ー タ の よ う に 接 触 に よ り 破 損 す る こ と を

考 慮 す る 必 要 が な い 。 固 定 式 ヒ ー タ の 場 合 、 他 の も の と の 物 理 的 接 触 を 避 け る た め 炉 内 に

被 加 熱 材 搬 送 用 の 台 車 用 レ ー ル を 設 け る こ と が 好 ま し い が 、 本 実 施 形 態 の よ う に 炉 内 に 固

定 式 ヒ ー タ を 設 置 し な い も の で は 台 車 用 レ ー ル の 有 無 な ど 考 慮 す る 必 要 が な い 。 ま た 炉 外

に 設 け ら れ た 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ お よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ は 交 換 も 極 め て 容 易 で メ ン テ

ナ ン ス 性 に 優 れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る 電 気 炉 １ を 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本

実 施 形 態 に 係 る 電 気 炉 １ の 正 面 部 分 構 成 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ の 電 気 炉 １ も 、 電 気 を 熱 源 と し 、 炉 体 １ ０ の 内 部 に 気 体 を 循 環 さ せ て 被 加 熱 材 Ｔ を 加

熱 処 理 す る 構 成 で あ り 、 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ ， 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ ， 第 一 蓄 熱 器 １ ３ ， 第

二 蓄 熱 器 １ ４ ， 第 一 通 路 １ ５ ， 第 二 通 路 １ ６ ， 第 三 通 路 １ ７ ， 第 四 通 路 １ ８ ， 第 一 フ ァ ン

２ ７ お よ び 第 二 フ ァ ン ２ ８ を 備 え る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 の 右 側 に 設 け ら れ 、 気 体 を 加 熱 し て 炉 体 １ ０ の

内 部 に 送 風 す る 。

　 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 の 左 側 に 設 け ら れ 、 気 体 を 加 熱 し て 炉 体 １ ０ の

内 部 に 送 風 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 第 一 蓄 熱 器 １ ３ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 の 右 側 に 設 け ら れ 、 第 一 ヒ ー タ １ １ に 連 通 す る 。 第

二 蓄 熱 器 １ ４ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 の 左 側 に 設 け ら れ 、 第 二 ヒ ー タ １ ２ に 連 通 す る 。 第 一 蓄

熱 器 １ ３ お よ び 第 二 蓄 熱 器 １ ４ は 、 熱 を 蓄 え る こ と の で き る 蓄 熱 材 を 内 蔵 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 第 一 通 路 １ ５ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 に 設 け ら れ 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ と 第 二 蓄 熱 器 １ ４ と を 連

通 す る 。 第 二 通 路 １ ６ も 炉 体 １ ０ の 外 部 に 設 け ら れ 、 第 二 蓄 熱 器 １ ４ と 第 一 蓄 熱 器 １ ３ と

を 連 通 す る 。

　 第 三 通 路 １ ７ も 同 様 に 炉 体 １ ０ の 外 部 に 配 置 さ れ 、 第 一 通 路 １ ５ の 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １

側 に 設 け ら れ た 第 一 分 岐 点 Ｚ １ か ら 分 岐 し て 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ に 連 通 す る 状 態 で 設 け ら

れ る 。

　 第 四 通 路 １ ８ も 同 様 に 炉 体 １ ０ の 外 部 に 配 置 さ れ 、 第 二 通 路 １ ６ の 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２

側 に 設 け ら れ た 第 二 分 岐 点 Ｚ ２ か ら 分 岐 し て 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ に 連 通 す る 状 態 で 設 け ら

れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 第 一 フ ァ ン ２ ５ は 、 第 一 通 路 １ ５ の ほ ぼ 中 間 部 で 、 か つ 第 一 分 岐 点 Ｚ １ と 第 二 蓄 熱 器 １

４ の 間 に 設 け ら れ 、 気 体 を 、 炉 体 １ ０ の 内 部 に お い て 右 か ら 左 方 向 （ 一 方 方 向 ） へ 送 風 す

る 。 第 二 フ ァ ン ２ ６ は 、 第 二 通 路 １ ６ の ほ ぼ 中 間 部 で 、 か つ 第 二 分 岐 点 Ｚ ２ と 第 一 蓄 熱 器

１ ３ の 間 に 設 け ら れ 、 気 体 を 、 炉 体 １ ０ の 内 部 に お い て 左 か ら 右 方 向 （ 他 方 方 向 ） へ 送 風

す る 。 第 一 フ ァ ン ２ ５ は 一 方 方 向 に 回 転 し 、 第 二 フ ァ ン ２ ６ は 他 方 方 向 に 回 転 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の 電 気 炉 １ の 作 動 は 、 第 一 フ ァ ン ２ ５ と 第 二 フ ァ ン ２ ６ を 交 互 に 一 定 時 間 回 転 さ せ る

こ と で 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 一 フ ァ ン ２ ５ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 気 体 を

、 第 一 通 路 １ ５ 及 び 第 三 通 路 １ ７ を 通 過 す る 第 一 循 環 経 路 Ｐ １ に 一 定 時 間 （ 例 え ば 、 ３ ０

秒 ～ １ 分 程 度 ） 循 環 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 気 体 は 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ 及 び 第 エ ア ヒ ー タ １ １

で 加 温 さ れ 、 そ の 加 熱 さ れ た 気 体 で 被 加 熱 材 Ｔ を 加 熱 す る 。 こ こ で は 、 被 加 熱 材 Ｔ の 右 側

に 強 い 熱 を 作 用 さ せ る こ と が で き る 。 被 加 熱 材 Ｔ を 加 熱 し た 気 体 は 、 第 二 蓄 熱 器 １ ４ で 熱

交 換 を 行 い 、 第 一 通 路 １ ５ を 通 っ て 第 一 フ ァ ン ２ ５ に 戻 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 気 体 を 第 一 循 環 経 路 Ｐ １ へ 一 定 時 間 循 環 さ せ た 後 、 第 一 フ ァ ン ２ ５ の 回 転 を 停 止 さ せ た

状 態 で 第 二 フ ァ ン ２ ６ を 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 気 体 を 、 第 二 通 路 １ ６ 及 び 第 四 通 路 １

８ を 通 過 す る 第 二 循 環 経 路 Ｐ ２ に 一 定 時 間 （ 例 え ば 、 ３ ０ 秒 ～ １ 分 程 度 ） 循 環 さ せ る 。 こ

れ に よ り 、 気 体 は 、 第 二 蓄 熱 器 １ ４ 及 び 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ で 加 温 さ れ 、 そ の 加 熱 さ れ た

気 体 で 被 加 熱 材 Ｔ を 加 熱 す る 。 こ こ で は 、 被 加 熱 材 Ｔ の 左 側 に 強 い 熱 を 作 用 さ せ る こ と が

で き る 。 被 加 熱 材 Ｔ を 加 熱 し た 気 体 は 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ で 熱 交 換 を 行 い 、 第 二 通 路 １ ６ を

通 っ て 第 二 フ ァ ン ２ ６ に 戻 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ の よ う に 、 気 体 を 第 一 循 環 経 路 Ｐ １ と 第 二 循 環 経 路 Ｐ ２ へ 交 互 に 循 環 さ せ る こ と に よ

っ て 、 被 加 熱 材 Ｔ の 右 側 部 分 お よ び 左 側 部 分 を 含 め た 全 体 を 効 果 的 に 加 熱 す る こ と が で き

る 。 ま た 、 こ れ に よ り 炉 体 １ ０ の 内 部 の 気 体 を 効 果 的 に 攪 拌 す る こ と が で き る の で 、 被 加

熱 材 Ｔ に さ ら に 効 果 的 な 加 熱 処 理 を 加 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 こ の 電 気 炉 １ で は 、 第 一 フ ァ ン ２ ５ と 第 二 フ ァ ン ２ ６ を 炉 体 １ ０ の 外 部 に 設 け て

い る の で 、 炉 体 １ ０ の 熱 に よ る 影 響 を 回 避 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 一 フ ァ ン ２

５ お よ び 第 二 フ ァ ン ２ ６ の 損 傷 を 軽 減 し 、 そ の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 第 一 実 施 形 態 と 同 様 に 、 第 一 蓄 熱 器 １ ３ お よ び 第 二 蓄 熱 器 １ ４ に 蓄 え ら れ た 熱 の

利 用 に 加 え て 、 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ お よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ を さ ら な る 熱 源 と し て そ れ

ら か ら の 熱 も 利 用 で き る よ う に し た の で 、 大 容 量 の 熱 移 動 に よ り 加 熱 効 率 を よ り 一 層 高 め

る こ と が で き る 。

　 し か も 、 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ お よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ は 炉 外 に 設 置 さ れ て い る の で 、
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炉 内 空 間 を 広 く 使 え る と と も に 、 炉 内 で 他 の も の と の 物 理 的 接 触 は な い 。 ま た 炉 外 に 設 け

ら れ た 第 一 エ ア ヒ ー タ １ １ お よ び 第 二 エ ア ヒ ー タ １ ２ は 交 換 も 極 め て 容 易 で メ ン テ ナ ン ス

性 に 優 れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 な お 、 上 記 第 一 実 施 形 態 お よ び 第 二 実 施 形 態 に お け る 気 体 と し て は 、 空 気 あ る い は 空 気

以 外 の 雰 囲 気 ガ ス を 使 用 す る こ と が で き る 。 空 気 を 使 用 す る と 、 加 熱 に 利 用 す る 材 料 費 を

削 減 で き 、 加 熱 効 率 の 向 上 に 貢 献 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 空 気 以 外 の 雰 囲 気 ガ ス と し て は 種 々 の も の を 利 用 す る こ と が で き 、 被 加 熱 材 Ｔ の 加 熱 に

適 し た ガ ス を 選 択 す る こ と に よ っ て 加 熱 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。

　 例 え ば 、 発 熱 型 変 成 ガ ス （ リ ー ン ） （ Ｄ Ｘ （ Ｌ ） ） 、 発 熱 型 変 成 ガ ス （ リ ッ チ ） （ Ｄ Ｘ

（ Ｒ ） ） 、 発 熱 型 変 成 ガ ス （ 乾 燥 ） （ Ｄ Ｘ （ Ｄ Ｒ Ｙ ） ） 、 窒 素 型 変 成 ガ ス （ Ｎ ｘ ） 、 吸 熱

型 変 性 ガ ス （ Ｒ Ｘ ） 、 吸 熱 型 変 成 ガ ス （ Ｓ Ｒ Ｘ ） 、 ア ン モ ニ ア 分 解 ガ ス （ Ａ Ｘ ） 、 Ｈ Ｎ 混

合 ガ ス （ Ｈ Ｎ ） 、 水 素 ガ ス 、 ア ル ゴ ン ガ ス 、 窒 素 ガ ス （ 液 化 ガ ス ） お よ び 窒 素 ガ ス （ Ｐ Ｓ

Ａ ガ ス ） を 使 用 す る こ と が で き る 。

　 こ の う ち 例 え ば 、 発 熱 型 変 成 ガ ス （ リ ー ン ） は 、 鋼 の ブ ル ー イ ン グ ／ 鋼 や ア ル ミ の 無 酸

素 化 焼 な ま し に 適 し 、 発 熱 型 変 成 ガ ス （ リ ッ チ ） は 、 低 炭 素 鋼 の 光 輝 焼 な ま し ／ 低 炭 素 鋼

の ロ ウ 付 け ／ 電 磁 鋼 板 の 焼 な ま し に 適 し て い る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 　 １ 　 　 電 気 炉

　 １ ０ 　 　 炉 体

　 １ １ 　 　 第 一 エ ア ヒ ー タ

　 １ ２ 　 　 第 二 エ ア ヒ ー タ

　 １ ３ 　 　 第 一 蓄 熱 器

　 １ ４ 　 　 第 二 蓄 熱 器

　 １ ５ 　 　 第 一 通 路

　 １ ６ 　 　 第 二 通 路

　 １ ７ 　 　 第 三 通 路

　 １ ８ 　 　 第 四 通 路

　 ２ ０ 　 　 送 風 フ ァ ン

　 ２ ０ ａ 　 吐 出 口

　 ２ ０ ｂ 　 吸 引 口

　 ２ １ 　 　 第 一 開 閉 弁

　 ２ ２ 　 　 第 二 開 閉 弁

　 ２ ３ 　 　 第 三 開 閉 弁

　 ２ ４ 　 　 第 四 開 閉 弁

　 ２ ５ 　 　 第 五 開 閉 弁

　 ２ ６ 　 　 第 六 開 閉 弁

　 ２ ７ 　 　 第 一 フ ァ ン

　 ２ ８ 　 　 第 二 フ ァ ン

　 ３ ０ 　 　 炉 体

　 ３ １ 　 　 金 属 ヒ ー タ

　 ３ ２ 　 　 回 転 フ ァ ン

　 ４ ０ 　 　 炉 体

　 ４ １ 　 　 エ ア ヒ ー タ

　 　 Ｋ １ 　 第 一 接 続 管

　 　 Ｋ ２ 　 第 二 接 続 管

　 　 Ｐ １ 　 第 一 循 環 経 路

　 　 Ｐ ２ 　 第 二 循 環 経 路
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　 　 Ｔ 　 　 　 被 加 熱 材

　 　 Ｘ 　 　 　 接 続 位 置

　 　 Ｙ 　 　 　 接 続 位 置

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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